








とで, ｢基礎｣ から ｢転換｣ の段階に入りつつあ
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を参照)｡ 中国は 2006年時点で 8位, 2009年で
は米国, 日本, フランス, ドイツに次ぐ 5位だっ
たが, 2011年には米国, 日本に次ぐ規模になる｡
しかし, 2018年に中国は日本を抜いて医薬品市
場第 2位になると IMSは予測している｡ 2010年





一方, IMSは, 高成長している市場を ｢医薬品
新興国市場｣ と位置付け, これまで 7カ国を指定





ため, 同社は 3つのカテゴリーに分け, 成長著し
い ｢第 1フェーズ｣ に中国を位置づけている｡
中国における API (Active Pharmaceutical
Ingredients) の年間成長率は極めて大きい｡ 2003
年まで生産規模の 2位であった中国が, 現在は毎
年 API輸出額は 200億ドルまで増加し, 世界 400
億ドルの 50％を占めて世界最大原料薬生産大国
になっている(6)｡ しかし, 生産稼働率は半分しか











ランキング 2009年 2011年 2013年
1 位 米 国 米 国 米 国
2 位 日 本 日 本 日 本
3 位 フランス 中 国 中 国
4 位 ド イ ツ ド イ ツ ド イ ツ
5 位 中 国 フランス フランス
6 位 イタリア イタリア イタリア
7 位 スペイン スペイン スペイン
8 位 英 国 ブラジル ブラジル
9 位 ブラジル 英 国 カ ナ ダ
10位 カ ナ ダ カ ナ ダ 英 国
11位 ロ シ ア ロ シ ア ロ シ ア
12位 ト ル コ イ ン ド ベネズエラ
13位 イ ン ド 韓 国 イ ン ド
14位 メキシコ ベネズエラ 韓 国
15位 韓 国 メキシコ ト ル コ











































ない(8)｡ 多数の企業は “人力, 物力, 財力” が弱






























で 20位以下であったのが, 10年後の 2005年に



























なお, 2007年に改正され 2008年 7月に施行さ
れた ｢科学技術進歩法｣ は, バイオ産業の発展が
推奨されており, 税制上の優遇や政府の科学技術
予算の優先的な投入の対象となる産業の 1つに挙


























年より 28.20％増, 最下位の売上高も 10.23億元
で前年比 14.81％の増とパフォーマンスはよい｡
年間売上高 20 億元以下が 26 社, 20 億元～50
億元台企業が 48社, 50億元～100億元台企業が
21社, 100億元以上が 5社である｡ 上位 100社の
内, 20億元～50億元台の中間レベル企業が多い
ことが分かる｡ なお, 50億元以上規模の企業は前








域を跨ぎ, 所有制を跨いでM & A, 再編などの














表 2 2010年中国製薬企業上位 100社 (売上高)
順位 企 業 名 称 順位 企 業 名 称
1 哈薬集団有限公司① 51 石家庄以嶺薬業有限公司
2 石薬集団有限公司② 52 成都地奥製薬集団有限公司
3 上海医薬集団股有限公司 53 中美上海施貴宝制薬有限公司
4 揚子江薬業集団有限公司 54 江蘇済川製薬有限公司
5 吉林修正薬業集団股有限公司 55 悦康薬業集団有限公司
6 広州医薬集団有限公司 56 山東羅欣薬業股有限公司
7 華北製薬集団有限責任公司 57 黒竜江省珍宝島製薬有限公司
8 歩長集団 58 利君制薬⑤
9 天津金耀集団有限公司③ 59 河南省宛西制薬股有限公司
10 拜耳医薬保健有限公司 60 浙江海正薬業股有限公司
11 天津医薬集団有限公司 61 山東魯抗医薬股有限公司
12 東北制薬集団有限責任公司 62 武漢人福医薬集団股有限公司
13 中国北京同仁堂 (集団) 有限責任公司 63 四川蜀中制薬有限公司
14 輝瑞制薬有限公司 64 山東東阿阿股有限公司
15 北京医薬集団有限責任公司 65 中美天津史克制薬有限公司
16 天津天士力集団有限公司 66 天聖制薬集団股有限公司
17 齋魯制薬有限公司 67 金陵薬業股有限公司
18 中国生物技術集団公司 68 馬応竜薬業集団股有限公司
19 聯邦制薬国際控股公司＊ 69 山東魯抗辰欣薬業有限公司
20 杭州華東医薬集団有限公司 70 山東緑葉制薬集団有限公司
21 諾和諾 (中国) 制薬有限公司 71 華瑞制薬有限公司
22 西安楊森制薬有限公司 72 宜昌東陽光薬業股有限公司
23 四川科倫薬業股有限公司 73 普洛股有限公司
24 浙江医薬股有限公司 74 浙江仙環制薬股有限公司
25 江西済民可信集団有限公司 75 貴州益佰制薬股有限公司
26 太極集団有限公司 76 江蘇蘇中薬業集団股有限公司
27 華潤三九医薬股有限公司④ 77 葛蘭素史克 (蘇州) 有限公司
28 瑞陽制薬有限公司 78 上海現代制薬股有限公司
29 輔仁薬業集団有限公司 79 寧夏元薬業有限公司⑥
30 上海復星医薬 (集団) 股有限公司 80 江中薬業股有限公司
31 上海羅氏制薬有限公司 81 国薬集団威奇達薬業有限公司
32 深市海普瑞薬業股有限公司 82 深信立泰薬業股有限公司
33 江蘇恒瑞医薬股有限公司 83 華蘭生物工程股有限公司
34 雲南白薬集団股有限公司 84 北大国際医院集団西南合成制薬股有限公司
35 浙江新和成股有限公司 85 北京費森尤斯比医薬有限公司
36 魯南制薬集団股有限公司 86 東瑞制薬 (控股) 有限公司
37 広東康美薬業股有限公司 87 江蘇聯環薬業集団有限公司
38 河南天方薬業股有限公司 88 広西梧州中恒集団股有限公司
39 阿斯利康制薬有限公司 89 遼寧諾康生物制薬有限責任公司⑦
40 山東新華医薬集団有限責任公司 90 深致君制薬有限公司
41 先声薬業有限公司 91 澤睿鷹制薬集団有限公司
42 北京諾華制薬有限公司 92 吉林敖東薬業集団股有限公司
43 江蘇正大天晴薬業股有限公司 93 昆明制薬集団股有限公司
44 江蘇康縁集団有限責任公司 94 李時珍医薬集団有限公司
45 陝西必康制薬有限公司 95 武漢遠大制薬集団有限公司
46 麗珠医薬集団股有限公司 96 江蘇亜邦薬業集団股有限公司
47 江蘇豪森薬業股有限公司 97 南京長澳制薬有限公司
48 康恩貝集団有限公司 98 浙江海翔薬業股有限公司
49 神威薬業有限公司 99 仁和薬業股有限公司
50 寿光富康制薬有限公司 100 浙江華海薬業股有限公司
出所：医薬経済報 (2011年 7月 7日) より整理｡
注：①哈薬集団有限公司には, 哈薬総工場, 哈薬三精股, 哈薬第 6工場, 哈薬漢方有限公司, 哈薬生物工程, 哈薬総工場製
剤工場などの子会社, ②石薬集団有限公司には, 中潤製薬, 中諾薬業, 欧意薬業, 維生製薬などの子会社, ③天津金燿集
団有限公司には, 天津製薬, 天薬股, 金燿アミノ酸, 天安股などの子会社, ④華潤三九製薬股有限公司には, 深
九新, 雅安三九, 湖南三九南開, 山東三九, 北京三九, 江西三九, 三九黄石など子会社, ⑤利君製薬には, 石家庄四薬有
限公司, ⑥寧夏啓元薬業有限公司には, 啓元国薬有限公司, ⑦遼寧諾康生物製薬有限責任公司には, 吉林省育華薬業有限















場における 2004 年 12 月からの完全開放, 2005
年に公表された ｢国家中長期科学技術発展計画
(2006～2020)｣, 2008年 7月により施行された ｢科
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